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   参考資料の配付について  

 このことについて， 別添のとおり下記に係る資料を配付いたし

ます。  

 

記  

 

○配付資料  若者の地元就職促進事業調査結果報告書（概要版）  
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若者の地元就職促進事業調査結果報告書【概要版】 

 

調査の概要 

 

１．調査の目的 

 本調査は，地域の将来を担う若者の地元就職の促進と定着に効果的な事業を検討するための基

礎資料として活用することを目的に実施した。 

 

２．調査対象 

 ・市内の高校に在学する高校生 1,088 人 

 ・市内の高等教育機関に在学する大学生等 3,760 人 

 ・下記の事業所に勤務する，令和４年４月１日時点で 29 歳以下の正規雇用の若手社員 

 ・市内に所在する函館商工会議所・一般社団法人北海道中小企業家同友会函館支部の会員企業，

函館しごとネット登録企業，函館市内立地企業 1,207 事業所 

 

３．調査期間 

 令和４年８月１日 ～ 令和４年１０月３１日 

 

４．調査方法 

 ・調査票の配布・回収 

・調査票の郵送・返信用封筒での回収 

・チラシの配布・インターネット回答 

 

５．調査回収状況 

 調査対象数 

 

   
回答率  調査票 インターネット 

高校生 1,088 781 535 246 71.8% 

大学生等 3,760 433 -  433 11.5% 

若手社員 -  297 72 225 -  

企業 1,207 423 260 163 35.0% 

 

６．集計・分析上の留意事項 

・比率は百分率で表し，小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このため，百分率の 

合計が 100.0％にならない場合がある。 

 ・複数回答可の設問は，回答を２つ以上選択していることがあるため，百分率の合計が

100.0％を越える場合がある。 

 ・各質問のサンプル数は「ｎ」で表記した。 

 

回答数 
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１．高校卒業後の進路希望（高校生の回答） 

・「進学したい」が８割以上を占め，「函館市外で進学したい」が 53.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．学校を卒業後，函館で働きたいと思いますか（進学希望の高校生・大学生等の回答） 

・高校生（進学）・大学生等ともに「思う」が２割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市内で

進学, 27.3%

函館市外で

進学, 53.4%

場所は未定で進学, 2.0%

函館市内で就職, 9.0%

函館市外で就職, 2.2%

場所は未定で就職, 0.9%

進路を決めていない, 0.6%

無回答, 4.6%

(n=781)

思う, 21.7%

思わない, 

46.4%

わからない, 

31.9%

高校生（進学）

(n=646)

思う, 

24.0%

思わない, 

46.9%

わからない, 

28.4%

無回答, 0.7%

大学生等

(n=433)
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３．函館で働きたいと思う理由（２で「思う」と回答した進学および就職希望の高校生・大学生等の回答） 

・高校生 進学・就職希望者ともに，「家族の近くで暮らしたい」が最も高くなっている。 

・大学生等「函館での生活に慣れている」が 51.0％で最も高く，次いで「自分の意思により， 

親や親類の近くで暮らしたい」が 50.0％と，いずれも５割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0

50.7

24.3
17.9

47.9

26.4

20.7
30.0

0.7

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0

函館に愛着がある

家族の近くで暮らしたい
子供の頃からの友人・知人がいる
やりたい仕事，働きたい職場がある

住みやすい街だと思う

函館を離れて暮らすのが不安

地域の発展に貢献したい
お金がかからない，経済的に有利

その他

無回答

(%)高校生（進学）

(n=140)

27.1

42.9

20.0

22.9

37.1

34.3

18.6

37.1

0.0

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0

函館に愛着がある

家族の近くで暮らしたい

子供の頃からの友人・知人がいる

やりたい仕事，働きたい職場がある

住みやすい街だと思う

函館を離れて暮らすのが不安

地域の発展に貢献したい

お金がかからない，経済的に有利

その他

無回答

(%)
高校生（就職）

(n=70)

50.0
10.6

2.9
13.5

2.9
29.8

51.0
42.3

24.0
8.7

16.3
24.0

4.8

0.0 20.0 40.0 60.0

自分の意思により，親や親類の近くで暮らしたい
親の意思により，函館で暮らしてほしいと言われている

長男・長女だから
友人や交際相手がいる

文化・スポーツ活動など，属するコミュニティがある
実家暮らしや物価の安さなど経済的メリットがある

函館での生活に慣れている
函館が好き

地元に貢献したい
自分が志望する企業や仕事がある
仕事とプライベートを両立させたい

都会での生活が大変そう
その他

(%)
大学生等

(n=104)
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４．函館で働きたいと思わない理由（２で「思わない」と回答した進学希望の高校生・大学生等の回答） 

・高校生「自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそうだから」が 54.7％で最も高くなって 

いる。 

・大学生等「業種や職種が限られ，就職先の選択肢が少ないから」が 58.1％で最も高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．採用活動における課題（今後３年間で若手正規従業員を採用する予定がある企業の回答） 

・「求人を出しても応募がない，エントリーが少ない」が 79.3％と８割近くを占めており，他の

区分と比べて高くなっている。 

 

 

9.3

20.7

31.0

24.7

47.3

54.7

43.7

5.0

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0

函館の会社や仕事がよくわからない

給料が安そう

家族と離れて自立して生活したい

人間関係を新しく作ったり広げたりしたい

住んでみたい都市や地域がある

自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそう

函館に自分が楽しめる娯楽が少ない

その他

無回答

(%)高校生（進学）

(n=300)

38.9

58.1

17.7

47.8

31.5

6.9

8.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0

初任給や勤務体系など，希望条件に合う会社が少ない

業種や職種が限られ，就職先の選択肢が少ない

函館にどんな会社があるか分からない

住んでみたい地域がある，都会で暮らしたい

出身地(函館以外)に戻りたい

家族から函館以外での就職を勧められている

その他

無回答

(%)大学生等

(n=203)

79.3

13.4

48.0

11.6

8.8

5.1

6.0

6.3

2.0

16.5

4.5

3.7

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

求人を出しても応募がない，エントリーが少ない

内定を出しても辞退される

ターゲットとなる人材が応募してくれない

専任の採用担当者がいないため，採用活動にマンパワーを割けない

求人や採用活動にかける予算がない

自社の魅力・強みの伝え方が分からない

ｗｅｂ企業説明会や面接など，オンライン採用の対応ができていない

入学生の就職活動の動向や，採用手法のノウハウが分からない

インターンシップを実施してみたいが，やり方が分からない

入社後すぐに離職してしまう

採用市場の動向が分からない

その他

無回答

(%)

(n=352)
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６．就職先を検討する際に普段活用している情報源について（大学生等の回答） 

・「大学・短大・高専・専門学校の就職支援部署，教職員のアドバイス」が 61.0％で最も高く，

次いで「（マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の）民間の就活 web サイト」が 53.3％と，い

ずれも５割を超えており，他の区分と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．就職促進の支援 

（１）函館での就職を検討する際に役立つこと（２で「思う」と回答した進学希望の高校生の回答） 

・「函館で就職するとお祝金が支給される」が 37.1％と最も高く，次いで「貸与型奨学金を支援 

する制度がある」が 32.9％と，いずれも３割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２）あるとうれしい就職支援の取り組み（大学生等の回答） 

・「就職活動する際の交通費の支給」が 58.9％で最も高くなっている。 

※貸与型奨学金返還支援制度については「貸与型奨学金について」の項目で別途設問を設定 

32.9

37.1

13.6

17.1

28.6

7.9

15.0

17.1

13.6

0.0

10.0

貸与型奨学金を支援する制度がある

函館で就職するとお祝金が支給される

交通費が支給される

引越費用が支給される

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供

合同会社説明会の開催

先輩若手社員との交流会

会社や仕事内容，先輩社員の働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信

家族を交えて就職先を検討する場合に利用できる企業紹介ガイドブック

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 (%)

(n=140)

46.7

58.9

41.8

32.1

7.6

26.3

18.2

4.4

4.4

10.6

10.4

0.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0

就職祝金の支給

就職活動する際の交通費の支給

就職する際の引越費用の支給

職場見学・インターンシップ受入，求人情報の提供

高校在学時の仕事体験イベント

雰囲気ややりがいなどを直接聞ける先輩との交流会

仕事内容，働く様子などを紹介する動画，ＳＮＳ発信

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブック

地元企業の採用担当者向け支援

企業担当者と直接対面できる合同企業説明会

オンラインで実施する合同企業説明会

その他

無回答

(%)

(n=433)

61.0
53.3

2.3
2.1

22.9
17.1

15.0
3.0
3.9

18.2
18.7

14.3
0.2

13.9
0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の就職支援部署，教職員のアドバイス
(マイナビ・リクナビ・ジョブキタ等の)民間の就活webサイト

函館しごとネット(函館市運営)
地元企業の先輩達とのトークセッション(函館市主催)

会社のホームページやＳＮＳ
(合同)企業説明会
就職・求人情報誌

新聞の求人広告や求人記事
ハローワーク

インターンシップ，職場見学，アルバイト経験
家族・親戚の意見・アドバイス

母校のＯＢ・ＯＧ，友人知人の意見
その他

まだ就職のことは考えていない
無回答

(%)

(n=433)
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54.5

54.0

1.1

1.6

0.5

8.0

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0

日本学生支援機構

第一種奨学金（無利子）

日本学生支援機構

第二種奨学金（有利子）

大学独自の奨学金

地方自治体の奨学金

民間団体の奨学金

わからない

無回答

(%)

(n=187)

（３）若手正規従業員の採用確保のために，市に求める支援策 

（今後３年間で若手正規従業員を採用する予定がある企業の回答） 

・「函館に残って就職した者への就職祝金の支給」が 52.3％で最も高くなっている。 

 ※貸与型奨学金返還支援制度については「貸与型奨学金について」の項目で別途設問を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．貸与型奨学金について 

（１）貸与型奨学金を利用する予定はありますか（進学希望の高校生の回答） 

・「ある」が 58.4％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）貸与型奨学金を利用していますか（大学生等の回答） 

・「利用している」が 43.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 

58.4%

ない, 

30.0%

わからない, 

11.3%

無回答, 

0.3%

(n=646)

25.3

31.8

25.6

8.5

11.4

9.9

14.5

52.3

14.5

6.0

11.4

0.0 20.0 40.0 60.0

インターンシップの導入・運営支援

合同企業説明会の開催

職場見学会の開催

保護者と接点を持つ機会の提供

先輩若手社員との交流会の開催

家族を交えて検討できる企業紹介ガイドブックの作成

企業紹介動画の作成，ＳＮＳ発信

函館に残って就職した者への就職祝金の支給

企業の採用力を高めるための事業

その他

無回答

(%)

(n=352)

利用している, 

43.2%

利用していない, 

56.8%

(n=433)
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（３）貸与型奨学金を利用しましたか，また現在の返還状況は（若手社員の回答） 

・利用した割合が約３割を占めており，その中で，「返還期間中であり，返還している」が 25.3％ 

で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）就職活動の際、奨学金返還支援制度のある函館の企業はエントリー候補になり得ますか 

（８―（２）で「利用している」と回答した大学生等の回答） 

・「候補になる」が 52.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補になる, 

52.9%

候補にならない, 

11.2%

どちらともいえない, 

33.7%

無回答, 

2.1%

(n=187)

返還期間中であり，

返還している, 25.3%

返還期限猶予または

減額返還を申請し適

用を受けている, 0.3%

返還期間前, 

3.7%借用しなかった, 

69.7%

無回答, 

1.0%

(n=297)
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（５）自治体による貸与型奨学金返還支援制度があった場合，自社の採用活動の利点になると思いますか 

（若手正規従業員として，新規大卒者等を採用する意欲のある企業の回答） 

・「思う」が 32.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）市が企業とともに奨学金返還の支援を実施する場合，同制度を活用しようと思いますか 

（若手正規従業員として，新規大卒者等を採用する意欲のある企業の回答） 

・「負担金が妥当な額なら活用したい」が 19.0％，「負担金支出は良いが，就業規則の改正まで 

は考えていない」が 6.8％と，負担金の支出があっても制度を活用する意思のある企業が 25％ 

以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う, 

32.3%

思わない, 

13.9%

わからない, 

48.3%

無回答, 

5.4%

(n=294)

負担金が妥当な額なら活用し

たい, 19.0%

負担金支出は良いが，就業規

則の改正までは考えていない, 

6.8%

就業規則の改正は対応で

きるが，負担をしてまで活

用しようとは思わない, 

15.6%活用しない, 

14.3%

わからない, 

38.1%

無回答, 

6.1%

(n=294)
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９．まとめ（考察） 

 

■ 函館で働きたいと思わない理由 

 ・進学希望の高校生では，「自分がやりたい仕事や働きたい職場が少なそう」が５割を超え最も

高く，企業の魅力・仕事の内容など，学生に伝わりきれていない現状にある。一方，「給料が

安そう」は２割で，必ずしも給料の安さが大きな要因とはなっていないことがうかがえる。 

 ・大学生等でも，高校生と同様，企業の魅力・仕事の内容など，学生に伝わりきれていない現

状にあるほか，「初任給や勤務体系など，希望条件に合う会社が少ない」とする割合も４割と

高く，高校生と比べ給与等も重視する傾向にある。また，「函館にどんな会社があるか分から

ない」とする割合も２割あり，市内企業の認知度が低い傾向にあることがうかがえる。 

 

■ 採用活動における課題 

 ・若手正規従業員を採用する予定がある企業では，求める人材からの応募がない企業が多い傾

向にある一方で，入社後すぐに離職してしまうという課題を抱える企業も一定数あり，若手

正規従業員の入社後のギャップの軽減を図ることも，雇用の維持・定着の観点から重要な要

素であると考えられる。 

 

■ 就職先を検討する際に普段活用している情報源 

・大学生等が，就職先を検討する際に普段活用している情報源として「学校の就職支援部署，

教職員のアドバイス」とともに，「民間の就活 web サイト」も高い割合を占めており，大学生

等が情報を得るツールとして，就職活動時の重要な媒体であることがうかがえる。 

 

■ 貸与型奨学金 

・貸与型奨学金の利用については，進学を希望する高校生では６割が利用を予定しており，大

学生等では４割，若手社員では３割が実際に利用しているという結果となった。 

 ・また，貸与型奨学金制度を利用している大学生等では，奨学金返還支援制度のある函館の企

業がエントリー候補に「なる」と回答した割合が半数以上と，候補に「ならない」を大きく

上回る結果となり，高校生，大学生等ともに，奨学金返還支援制度のニーズは高い傾向にあ

ることがうかがえる。 


